


















































技能工 .工員 .土木菜 25
医師 .弁護士 .公認会計士などの専門職 1





31 才 - 35 才 20
35.5 - 39 22
39.5 - 43 29
43.5 - 47 10
47.5 - 51 10




小 学 校 0
中 学 校 34
高 等 学 校 42
大 学 13
そ の 他 8
Table1-4 家族構成
%
核 家 族 65
大 家 族 34
%
兄 弟 有 り 80
兄 弟 無 し 19
Table1-5 住民形式
%
戸 建 持 家 75
戸 建 借 家 16
ア ト 持 家 0.7





中 の 上 7
中 の 中 61




. 国 民 健 康 保 険 53
共 済 保 険 26
組 合 保 険 34
Table1-8 障害児 ･者の学年
% %
小学部 1年 21 中学部 1年 4
〝 2年 13 〝 2年 9
〝 3年 9 〝 3年 6
〝 4年 ll 高等部 1年 0.7
" 5年 6 " 2年 3
" 6年 9 〝 3年 4
Table1-9 対象者の障書タイプ
%
脳 性 マ ヒ 26
ダ ウ ン 症 13
肢 体 不 自 由 15
精 神 薄 弱 38
分 脊 椎 1
重 度 心 身 障 害 1
先 天 性 魚 鱗 癖 様 紅 皮 症 0.6
水 頭 症 1
脳血管障害に よる手足のマ ヒ 0.6
Table1-10 重 症 度
% %
5 級 1 AA2 3
4 〝 1 A (Al) 14
3 " 5 B 8
2 〝 33 Bl 3
1 〝 57 B2 7
不 明 1 BB2 7
＼A 15 B (Bl) 1




口 語 障 害 64
て ん か ん 17
心 2
腎 抜 疾 患 0.8
多 動 0.8
視 覚 . 聴 覚 障 害 ll
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(2)障害児 ･者の性格 ･態度 ･行動に関するスト
レス源











































































































学年 小 1-小3 小4-小5 小 6 中1-中2 中 3 高 1-高2 高 3
ストレス源分捕 gti S 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
(1)陣苫児.者の身休に関するストレス源 (28) く29) (20) (36) (23) (30) (30) (10)(50) (33) (10)(20) (28) (25) (ー6) (37) (33) (50) - (40)
① 医嫉 .疾病 .保健 64 46 75 85 66 66 60 80 50 100 50 100 33 50 66 100
㊥ 障讃そのもの 7 23 14 33 33 100 33 100 50 50 33 33∈)訓練 14 23 12 66
g′隠語の変化 14 7 12 33 20 33 50
(2) 障讃児 .省の性格.態度.行動に関するストL,ス源 (14) (18) (23)(l5) (7) (10) lO) (40) (6) (20) り0) (25) (50) (12) (16) (33) (12) (40ー (50)
① 性格.しつけ 71 25 22 66 10() 100 75 100 50 50 50 100 100
㊥ 好ましくない行動 28 25 22 33 loo 25 50 loo 33 50
0 韮本的生活習tFfそのもの (精神的) 50 55 50 66 100 100 loo
(3) 教符に関するストレス淋 (24) (18) (12) (15) (23) (30) (10) (6) (10) り0ー (14) (12) (33) (20) -
① 学 円 8 50 40 66 66 66 100 100 100
㊥ 入学 .進学 50 100 loo
gj)言語能力 16 37 40 30 33
く∋ 転 校 8 33 100
⑳ 家庭の放背 16 12 20
6) 学校活動 100
(4)家庭の生活に関するストレス桁 (16) (25) (25) (ー5) (30) (30) (20) (ー0) (20) (30) (30) (ー2) (25) (ー6)
① A.D.L.盛本的生活習慣による家族のストレス源 87 63 70 100 75 100 66 66 33 100 100
㊥ 陀沼児.省の家族の他の人問のストレス源 12 9 10 100 100 33 66 loo
0 家庭の経済や環境 27 20 25 33
(5)将来や進路の不安にrR-3するストレス瀕 (8) (2) (5) (30) (10) (16) (26) (20) し301 (57) (25) (33) (25) (87) (50)
･21)陀C.lzLu.話の将来 .進路 loo loo 100 100 100 100 100 66 25 loo 100 100 28 100
㊥ 就 職 100 50 71
0 父付の老分化や死亡 33 25
(6ー コミュニティや社会にrX-1するストレス淋 (10) (6) (12) (15) (15) (101 (20) (33) (6) (ー0) (16)
⑦ 陀沼児.者をあづかる施設 20 33 100 50 loo 100
㊥ 通院 .通学 60 66 40 66 50
0 時詔児.者の行ける安全な場 50
G) 友人､地域の人との交流機会 40 50 100




















































































































rt)1- 3 高 1- 3
(N-22) (N-12)
時 間





◎ ◎ 経 済ス トL,ス
◎---- -◎ 組 合ス トV ス
▲ ▲ 令計ス トレ ス
SUM OFQUARES D.F MEANSQUARE F SⅠGNⅠF
MAⅠN EFFECTS 41.373 3 13.959 2.057 0.110
学 年 41.373 3 13.959 -2.057 0.110
EXPLAⅠNED 41.373 3 13.959 2.057 0,110
RESⅠDUAL 773.706 114 6.787
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Table4 Fig.1の内部役割ストレスに関する分散分析表
SUM OFQUARES D｡F MEANSQUARES F SⅠGNlF
MAIN EFFECTS 61.662 3 20.554 2.231 0.088
学 年 61.662 3 20.554 2.231 0.088
EXPLAⅠNED 61.662 3 20.554 2.232 0.088
RESIDUAL 1050.031 114 9.211
Table5 Fig.1の外部活動ストレスに関する分散分析表
SUM OFQUARES D .F MEANSQUARES F SlGNⅠF
MAIN EFFECTS 5.707 3 1.902 0.739 0.531
学 年 5.707 3 1.902 0.739 0.531
EXPLAⅠNED 5.703 3 1.903 0.739 0.531
RESIDUAL 293.655 114 2.576
Table6 Fig.1の外部対人ストレスに関する分散分析表
SUM OFQUARES D .F MEANSQUARES F SlGNⅠF
MAIN EFFECTS 5.399 1 3 1.800 0.493 0.688
'芋 J'rl 5.399 l 3 1.800 0.493 0.688
EXPLAⅠNED 5.399 3 1.800 0.493 0.688
RESⅠDUAL 416.560 114 3.654
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Table7 Fig.1の捷済ストレスに関する分散分析表
SUM OFQUARES D .F MEANSQUARES F SⅠGNⅠF
MAIN EFFECTS 8.009 3 2.670 4.172 0.008
学 年 8.009 3 2.670 4.172 0.008
EXPLAⅠNED 8.009 3 2.670 4.172 0.008
RRSⅠDUAL 72.943 114 0.640
Tablc8 Fig.1の総合ストレスに関する分散分析表
SUM OFQUARES D.F MEANSQUARES F SⅠGNⅠF
MAⅠN EFFCTS ll.481 3 3.327 1.424 0.239
学 年 ll.481 3 3.327 1,424 0.239
EXPLAINED ll.481 3 3.327 1.424 0.239
RESⅠDUAL 306.388 114 2.688
Table9 Fig.1の合計ストレスに関する分散分析表
SUM OFQUARES D.F l MEANSQUARES F SⅠGNⅠF
MAⅠN EFFECTS 430.878 3 143.626 2.420 0.070
学 年 430.878 3 143.626 2.420 0.070
EXPAINED 430.879 3 143.626 2.420 0.070













































































































































































































































































































ス トレス項 目 グルー プ M S.D F F有意水準 I D.F t有意水準
心 理 ス ト レ ス AグループB 5.16 2.73 1.34 0.293 -0,99 119 0.325
内部役割ス トレス AグループB 7.79 3.227 1.38 0.246 -0.40 119 0.689
外部活動ス トレス AグループB 1.62 1.65 1.18 0.565 1.28 119 0.202
外部対人ス トレス AグループB 1,92.2 2.014 2.04 0.012 -0.90 115.5 0.372茨
経 済 ス ト レ ス AグループB 0.56 0.8 1.08 0.806 -0.30 119 0.762
総 合 ス ト レ ス AグループB 1.21 1.74 1.57 0.108 0.46 119 0.644
繋印はWelch法使用
Tahlell Fig.3の検定結果
ス トレス項 目 グルー プ M S.D F F有意水準 t D.F t有意水準
心 理 ス ト レス AグループB 4_55. 2.65 1.ll 0.702 -1.66 118 0.099
内部役割ス トレス AグループB 8.177 3_0. 1.01 1.000 0.56 118 0.575
外部活動ス トレス AグループB 1.34 1.85 1,51 0.192 -0.30 118 0.767
外部対人ス トレス AグループB 1.12 1.29 2.66 0.015 -3.03 45.9 0.004※
経 済 ス ト レ ス AグループB 0.65 1.007 1.73 0.082 0.56 25.1 0.581※
総 合 ス ト レ ス AグループB 1.31 2.314 2.53 0.003 0.38 23.4 0.711※




ス トレス項 目 グル ー プ M S.D F F有意水準 t D.F t有意水準
心 .哩 ス ト レ ス AグループB 5.42 2.29 1.67 0.052 0.26 116.7 0.796#
内部役割ス トレス AグループB 7.28 2.732 1.40 0.206 -1.75 119 0.082
外部活動ス トレス AグループB 1.17 1.46 1.25 0.390 -1.78 119 0.078
外部対人 ス トレス AグループB 1,82.1 1.521 1_80 0.027 -1.07 115.5 0.285#
経 済 ス ト レ ス Aグルー プB 0.4d6 0.8 1.08 0.774 -1.67 119 0.098
総 合 ス ト レ ス AグループB 1.21 1.6 1.09 0.747 0.36 119 0.716
試印はWelch法使用
Table13 Fig.5の検定結果
ス トレス項 目 グルー プ M S.D F F有意水準 I D.F t有意水準
心 理 ス ト レ ス AグループB 5.61 2.65 1.08 0.768 1.00 118 0.320
EJ1部役割ス トレス AグループB 7.084 3.029 1.10 0.699 -2.47 118 0.015
外部活動ス トレス AグループB 1.26 1.5 1.02 0.941 -1.18 118 0.242
外部対人ス トレス AグループB 1.622 1.98_ 1.07 0.794 -1.65 118 0.102
経 済 ス ト レ ス AグループB 0.65 0.78 1.25 0,403 0.54 118 0.590
総 合 ス ト レ ス AグループB 1.509 1.83 I.91 0.013 2.14 91.5 0.035#




ストレス項目 グループ M S.D F F有意水準 t D.F t有意水準
心 理 ス ト レ ス Aグループ 4.8 2.5 1.05 0.882 -1.52 119 0.130Bグループ 5.5 2_6
内部役割ストレス Aグループ 7.4 2.8 1.20 0.537 -0.97 119 0.333Bグループ 8.0 3.1
外部活動ストレス Aグループ 1.3 1.5 1.01 0.993 -0.79 119 0.431Bグループ 1.5 1.5
外部対人ストレス Aグループ 2.0 2.0 1.30 0.323 0.14 119 -0.892Bグループ 2.0 1.8
経 済 ス ト レ ス Aグループ 0.6 0.9 1.41 0.197 0.75 119 0.457Bグルー プ 0.5 0▲7
総 合 ス ト レ ス Aグループ 1.2 1.8 1.36 0,245 0_24 119 0.808Bグル-プ 1.1 1.5
























- 外向性 のんき 抑うつ性 外向性 のんき 抑うつ性
A グル ー プ - 68 4.5 3.0 4.1 2.4 2.3 2.4




予 測 グ ル ー プ
実際グループ Aグループ Bグループ
Aグループ ケース数 44 24
適 中 率 64.7% 35.3%
Bグループ ケース数 16 34





外向性 のんき 抑 うつ性 外向性 のんき 抑 うつ性
A グ ル ー プ 58 4.7 2.7 3.8 2.4 2.1 2_5
B グ ル ー プ 59 5.0 3.1 3.0 2.3 2.1 2.3
標 準 化 判 別 係 数
外向性 のんき 抑 うつ性
Aグループ :TF;iストレスグループ
Bグループ :低ストレスグループ
予 測 グ ル ー プ
実 際 グルー プ Aグループ Bグループ
Aグループ ケース数 33 25
適 中 率 56.9% 43.1%
Bグループ ケース数 24 35




外向性 のんき 抑 うつ性 外向性 のんき 抑 うつ性
A グ ル ー プ 50 4.6 2.9 4.4 2.4 2.2 2.6
B グ ル ー プ 67 5.0 2.9 2.6 2.3 2.1 2.0




予 測 グ ル ー プ
実 際 グルー プ Aグループ Bクループ
Aグループ ケース数 30 20
適 中 率 60.0% 40.0%
Bグループ ケース数 23 44





外向性 のんき 抑 うつ性 外向性 のんき 抑 うつ性
A グ ル ー プ 66 4.4 2.9 4.1 2.4 2.1 2.4
B グ ル ー プ 51 5.4 3.0 2.5 2ー2 2.1 2,2
標 準 化 判 別 係 数
外向性 のんき 抑 うつ性
Aグループ :高ストレスグループ
Bグループ :低ストレスグループ
予 測 グ ル ー プ
実 際 グル ー プ Aグループ Bグループ
Aグループ ケース数 38 28
適 中 率 57.6% 42.4%
Bグループ ケース数 17 34
適 中 率 33.3% 66.7%
Table19 性格特性による軽済ス トレスの判別分析｡A,Bグループの人数,平均値,標準偏差,
標準化判別係数及び適中率
N M ■ S.D
外向性 のんき 抑 うつ性 外向性 のんき 抑 うつ性
A グ ル ー プ 19 4.0 2.8 4.3 2.4 2.2 2.4
B グ ル ー プ 98 5.0 2.9 3.2 2.3 2.1 2.4
標 準 化 判 別 係 数
外向性 のんき 抑 うつ性
Aグループ:高ストレスグループ
Bグループ :低ストレスグループ
予 測 グ ル ー プ
実 際 グルー プ Aグループ Bグループ
Aグループ ケース数 12 7
適 中 率 63ー2% 36.8%
Bグループ ケース数 36 62





外向性 のんき 抑 うつ性 外向性 のんき 抑 うつ性
A グ ル ー プ 36 4.1 2.6 4.3 2.5 2.2 2.3
標 準 化 判 別 係 数
外向性 のんき 抑 うつ性
Aグループ:高ストレスグループ
Bグループ:低ストレスグループ
予 測 グ ル ー プ
実 際 グル ー プ Aグループ Bグループ
Aグループ ケース数 22 14
適 中 率 61.1% 38.9%
Bグループ ケース数 24 57
適 中 率 29.6% 70.4%
Table21 性格特性による合計ス トレスの判別分析｡A,Bグループの人乳 平均値,標準偏差,
標準化判別係数及び適中率
N M S.D
外向性 のんき 抑うつ性 外向性 のんき 抑 うつ性
Aグループ '.lE]ストレスグループ
Bグループ.'低ストレスグルーフ
■ー＼予 測 グ ル ー プ
実 際 グル ー プ Aグループ Bグループ
Aグループ ケ-ス数 35 16
適 中 率 68.6% 31.4%
Bグループ ケース数 17 49


















































全r体 約120 約19 約4.8約2.9 約3.5
Aグル プー→Bグループ 9 23.6 5 3.4 1.1





























対象障害児 ･者 :小学部2年生 精神薄弱児 A
(Al)言語障害と情緒障害有 り
家族 :父 と母の 3人暮 し 父34才､母43才 ア
































夫の理解 親規の援助 免 疫 性 家族の結合度 夫婦の価値観の一致度 心理ストレス
な し な し な し 非常に悪い - 平均 5.5 12
内 部 役 割ス ト レ ス 外 部 活 動ス ト レ ス 外 部 対 人ス ト レ ス 経済ストレス 総合ストレス 合計ストレス
平 均 7.7 1.3 1.9 0.8 1.5 19.3
9 5 2 0 8 36
臼特出散.-;Jtl 全ての文章は､ぶっきらぼうに､短く､粗雑に書かれているD特に､世間の日に対しては ｢気にしない｣｢何も言わない｣とい た回答であるo 但し､子供の世話や将来については､よく受容 いるo将来について
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ケースB
対象障害児 ･老 :小学部3年生 脳性マヒ 1級
てんかん有 り
家族 :大家族 兄弟有り 父39才,母33才 持家


































抑 う つ 性
夫の理解 親規の援助 免 疫 性 家族の結合度 夫婦の価値観の一致度 心理ストレス
かなり有り な し やや有り 亜 いJLlヽ あまりない 平均 5.5 14
内 部 役 割ス ト レ ス 外 部 活 動ス ト レ ス 外 部 対 人ス ト レ ス 経済ストレス 総合ストレス 合計ストレス
平 均 7.7 1.3 1.9 0.8 1.5 19_3
＼ 13 2 3 0 1 23
自特 子供の世話については ｢イライラする｣､ ｢つかれる｣などの回答があるo子供の将来については｢いくら
由 致記逮 でも金をかけてやる｣､ ｢健康な限りめんどうを見てやる｣などの回答があるo夫は妻に｢自分のことは自分でやる ら子供を先に見てやれ｣と言うo妻は ｢主人の世話ができなくて､すまないと思う｣と言ってい
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ケースC
対象障害児 ･老 :小学部6年生 脳性マヒ 2扱
家族 :核家族 兄弟有り 父33才,母36才 一戸










































抑 う つ 性
夫の理解 親蚊の援助 免 疫 性 家族の結合度 夫婦の価値観の一致度 心理ストレス
かなり有り 有 り 有 り やや良い - 平均 4.5 7
内 部 役 割ス ト レ ス 外 部 活 動ス ト レ ス 外 部 対 人ス ト レ ス 経済ストレス 総合ストレス 合計ストレス
平 均 7.2 1.4 1.9 0.2 0.9 16
＼ ll 2 0 0 0 20
自特由致記 10個の回答は全てていねいに多くのことが召かれているo文章は非常にやわらかく､あたたかいo情緒面は非常に安定してい ､受容は充分であるo例えは､ ｢近所の人 - -.-｣に対して ｢何か思っているでし
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ケースD
対象障害児 ･老 :小学部 1年生 精神薄弱 A.
家族 :核家族 兄弟有 り 父41才,母34才 共済






































抑 う つ 性
夫の理解 親類の援助 免 疫 性 家族の結合度 夫婦の価値観の一致度 心理ストレス
かなり有り 有 り かなり有り かなり良い 非常に有る 平均 5.5 8
内 部 役 割ス ト レ ス 外 部 活 動ス ト レ ス 外 部 対 人ス ト レ ス 経済ストレス 総合ストレス 合計ストレス
平 均 7.7 1.3 1.9 0.8 1.5 19.3
＼ 7 2 3 0 2 23
自特由 致記 文章は短いが､ていねいな字であるo｢子供を連れて外出すると-.--｣に対して ｢気がつかれる｣､ ｢子供の世話.- .-｣に対して ｢もう少し知識があったらと思う｣､ ｢子供の将来のために--.-｣に対して阿
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ケースE
対象障害児 ･老 :中学部3年 精神薄弱 A
家族 :核家族 兄弟有り 父46才,母39才 一戸



























抑 う つ 性
夫の理解 親杭の援助 免 疫 性 家族の結合度 夫婦の価値観の一致度 心理ストレス
有 り 有 り やや有り 非常に有る な し 平均6.8 3
内 那 役 割ス ト レ ス 外 部 活 動ス ト レ ス 外 部 対 人ス ト レ ス 経済ストレス 総合ストレス 合計ストレス
平 均 9.1 1.7 2.4 0.8 1.2 21.5
＼ 9 3 1 0 0 16
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ケースF
対象障害児 ･老 :小学部 1年生 ダウン症 A
(Al) 言語障害
家族 :核家族 兄弟有り 父51才,母48才 一戸



































抑 う つ 性
夫の理解 親類の援助 免 疫 性 家族の結合度 夫婦の価値観の一致度 心理ストレス
有 り 有 り な し 非常に有り 良 い 平均5.5 5
内 部 役 割ス ト レ ス 外 部 活 動ス ト レ ス 外 部 対 人ス ト レ ス 経済ストレス 結合ストレス 合計ストレス
平 均 7.7 1.3 1.9 0.8 1.5 19.3
＼ 3 0 0 0 0 8


























































































































































































































































































































































































































































































(1) 橋本厚生 ｢障害児 ･者のいる家族の発達段
階及びス トレスの若干の規定要因に関する研
究｣ 長野大学紀要 第3巻第3,4号 1982
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